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日時：2019 年 7月 5日(金)－7月 6日(土) 

場所：東京大学物性研究所 6階 大講義室（A632） 

URL: https://uwatoko.issp.u-tokyo.ac.jp/R1tankikenkyuu/ 

 

報告者及び研究会提案者：伊賀文俊（茨城大学理工学研究科）、上床美也（東京大学物性研究所）、 

関根ちひろ（室蘭工大工学研究科） 

 

 基礎科学の研究対象あるいは実用材料として、今日に至

るまで数多くの物質が合成されている。それと共に試料合

成技術も飛躍的に進歩し、これまで合成が困難であった物

質も合成できるようになってきた。中でも高圧合成法は、

ダイヤモンドや立方晶窒化ホウ素などの大気圧下では合成

が困難な物質を合成できる強力な試料合成手段の一つであ

ると共に新奇な結晶構造、電子物性を有する新物質を合成

しうる方法としても注目される。日本の高圧発生技術は世

界トップクラスであるが、近年は国際的競争が激しくなっ

ている。これまで物性物理学と地球物理学分野の研究者が

それぞれある程度独立しつつも、お互いに影響しあいなが

ら高圧合成技術の開発を共に担ってきた。また、一部の研

究者の特殊な研究手段として発達して来た高圧下での測定

技術も関連して発達を見せているが、広く普及するには

至っておらず、新規の参入が難しい現状がある。しかしな

がら近年、新物質開発とともに新奇の超伝導、金属－絶縁体

転移、多極子転移など、多くの新奇な物理現象が見出されて

いる。この研究会ではこうした高圧関連の技術の情報交換を 

行い、多くの研究者への広い普及を目的とし、開催した。 

 2 日間の研究会で高圧合成に関する口頭講演と高圧技術

を利用した各種実験測定による口頭講演を、2 件ずつを目

安に、交互に混ぜてプログラムを組んだ。2 日間の口頭講

演の合計は 19 件に及んだ。また初日の夕方にはポスター

セッションも組み、25 件の応募があり、室温超伝導の話

題などをはじめ、活発な議論がなされた。参加者は 1 日目

が 75 名（学内 28 名、学外 47 名）、2 日目が 49 名（学内

13 名、学外 36 名）の延べ 124 名にのぼった。特に学外か

らの参加者の方が多かったことから、この研究会の国内で

の関心の高さを示してくれたと言えると思う。高圧力を

キーワードとした研究の現状と展望を集中して俯瞰、議論

でき、今後の進展についても期待を持たせる意義深い研究

会となったと考える。 

 なお、本短期研究会の実施に際し、上床研究室の秘書、

長崎さんおよび学生、物性研のスタッフの方々には多大な

ご協力をいただきました。この場をお借りして御礼申し上

げます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

集合写真 

 

物性研究所短期研究会 
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口頭講演の様子 

 

 

ポスター講演の様子 

 

 

プログラム 

 

7 月 5 日（金） 

9:50－9:55 冒頭挨拶（趣旨説明） 伊賀文俊（茨城大量子線科学） 

9:55－10:00 所長挨拶 森初果 物性研究所所長 

 

セッション 1 【座長】前半：梅尾和則（広大自然セ）、後半：長谷川正（名古屋大工） 

10:00－10:20 ダイアモンドアンビルセルを用いた様々な化学反応による超高圧合成技術 

 と極微合成試料の評価 

 長谷川正（名古屋大工） 

10:20－10:45 14 族元素の共有結合性金属間化合物の高圧合成と物性 

 福岡宏（広島大工） 

10:45－11:00 休憩 

11:00－11:20  マルチアンビル型圧力発生装置の開発と物性測定 

 上床美也（東大物性研） 



■ ■ ■ ■ ■ ■ ■    物性研だより第 59巻第 3号  22 

11:20－11:45 10GPa までの比熱の絶対値測定可能な交流法熱量計の開発と物性研究への適用 

 梅尾和則（広島大自然セ） 

11:45－12:05 ダイヤモンドアンビルセルを用いた高圧力下物性測定とパルス強磁場への適用 

 三宅厚志（東大物性研） 

12:05－13:00 昼休憩 

セッション 2 【座長】前半：山本文子（芝浦工大理工）、後半：清水克哉（阪大基礎工極限セ） 

13:00－13:25 100 万気圧を超える圧力下での超伝導体合成と探索 

 清水克哉（阪大基礎工極限セ） 

13:25－13:50 超高圧下物性測定技術の改良とデータ科学による新超伝導体の探索 

 高野義彦（物材機構） 

13:50－14:05 休憩 

14:05－14:25 高圧合成による近藤絶縁体置換合金の開発と物性 

 伊賀文俊（茨城大量子線科学） 

14:25－14:50 ナローギャップ半導性を有する複合白金酸化物の高圧合成と高圧下輸送特性 

 山本文子（芝浦工大理工）  

14:50－15:10 12GPa 級超高圧核磁気共鳴技術を用いたキタエフスピン液体研究 

 北川健太郎（東大理学系物理） 

15:10－17:30 ポスターセッション（ショートトークを含む） 

18:00－19:30 懇親会（カフェテリアにて）  

 

7 月 6 日（土） 

セッション３ 【座長】前半：谷口尚（物材機構）、後半：高橋博樹（日大文理） 

9:30－10:00  はしご型鉄化合物の圧力誘起超伝導 

 高橋博樹（日大文理） 

10:00－10:25 レーザー加熱式ダイアモンドアンビルセルを用いた新規遷移金属窒化物の超高圧合成と結晶化学 

 丹羽健（名古屋大工学） 

10:25－10:40 休憩 

10:40－11:00 新規チタン水素化物 BaCa2Ti2H14の高圧合成 

 矢島健（東大物性研） 

11:00－11:25 川井型マルチアンビル装置を用いた物質合成の勘所とその実例 

  西山宜正（東工大フロンティア材研） 

11:25－11:50 ベルト型高圧装置を用いた窒化物単結晶の合成と不純物制御による機能発現 

 谷口尚（物材機構） 

11:50－13:00  昼休憩 

セッション４ 【座長】前半：松田達磨（首都大東京）、後半：伊豫彰（産総研） 

13:00－13:20 新しい鉄ヒ素化合物 LaFe2As2の高圧合成と超伝導 

  伊豫彰（産総研） 

13:20－13:40 マルチアンビルプレスを用いた機能性材料の高圧合成 

 関根ちひろ（室蘭工大工学） 

13:40－13:55  休憩 

13:55－14:15 マルチアンビルプレスを用いた高圧下での熱電測定技術 

 森嘉久（名古屋大工学） 
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14:15－14:40 キュービックアンビル高圧合成炉を用いた高純度単結晶育成 

 松田達磨（首都大学東京） 

14:40－14:50  まとめ 上床美也（東大物性研） 

 

ポスターセッション（7月 5日、15:10－17:30） 

 

P1 Growth of tantalum oxynitride nanowires under high pressure 

  Nico Alexander Gaida （Nagoya University） 

P2 Pressure effect on Ce2Sc3Ge4 single crystals 

  Yufeng Zhang（東大 ISSP） 

P3 Ce の特徴的な相図を使った重い電子系物質の高圧合成 

 巨海玄道（久留米工大） 

P4 高圧合成法による新規遷移金属酸水素化物の探索  

 高橋香南子（東大 ISSP） 

P5 高電場を用いた高圧実験の技術開発 

 山根崚（東大院理） 

P6 新規充填スクッテルダイト化合物 ZrCo4Sb12の高温高圧合成 

 市川将成（名古屋大学大学院工学研究科） 

P7 近藤絶縁体 YbB12の二価 Ca イオン置換合金の高圧合成 

 松浦航（茨城大学大学院理工） 

P8 モリブデン燐化物の超高圧相安定性と新規相の生成 

 松尾拓（名古屋大学大学院工学） 

P9 塩化アンモニウムを用いた層状ニオブ窒化物の高温高圧単結晶育成 

 生駒鷹秀（名古屋大学大学院工学） 

P10 高圧下 Eu3Bi2S4F4 における超伝導と新規異常 

 石垣賢卯（東大 ISSP） 

P11 高圧合成による置換合金 Y1-xRxB12(R=Ce,Pr,Nd) の作製の試み 

 中山裕之（茨城大学大学院理工） 

P12 白金二窒化物薄膜の超高圧合成と膜性状 

 飯塚友規（名古屋大学大学院工学） 

P13 硼・窒化物の高圧構造物性と関連物質の機能性材料創製のための連携基盤―TIA かけはし― 

 遊佐斉（物材機構） 

P14 高圧下強磁場 THz ESR 装置の開発と応用 

 櫻井敬博（神戸大院理） 

P15 立方晶 KSbO3型 SrIrO3の高圧合成  

 菊池優平（芝浦工大国際理工学） 

P16 Pressure dependent electronic phase diagram of the 2D Ferromagnetic insulator CrGeTe3 

 Dilip Bhoi（東大 ISSP） 

P17 超高圧処理を活用した高圧相 α-PbO2型 TiO2の単相エピタキシャル薄膜作製 

 笹原悠輝（東工大物質理工） 

P18 FeSe 単結晶の異方的圧力効果 

 三嶽晶弘（日大院総合基礎科学） 
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P19 Ti4O7,Ti3O5の電気抵抗の圧力効果 

 三浦響太（日大院総合基礎科学） 

P20 マルチアンビルプレスを用いた窒化タングステンの高圧合成と結晶構造 

 佐々木拓也（名古屋大学大学院工学） 

P21 ランタン水素化合物の高温高圧下合成と超伝導の探索 

 榮永茉利（大阪大学極限科学センター） 

P22 pH 指示薬フェノールレッドのピエロクロミズム  

 森野このみ（芝浦工大工学部） 

P23 High-Pressure Synthesis and Transport Property of Narrow-Gap Semiconductor MxPt3O6 (M=Ca, Cd and Hg, 

x=0.8-1.0) 

 飯田睦大（芝浦工業大学理工学） 

P24 汎用型希釈冷凍機を用いた圧力下ドハース・ファンアルフェン振動実験の開発と CeRh2Si2の重い電子状態 

 摂待力生（新潟大学理学部） 

P25 セレン水素化物の高温高圧合成および超伝導探索 

 武田大知（阪大基礎工）   

 

 

 

 

 

 

 

  


	物性研究所短期研究会 「高圧合成による新規材料開発と高圧下測定技術の終結」



